　「The Old Ways」訳本

　「古の道」

　著者：知識長Celarus
　我々、〈古の道〉〔Old Ways〕を知っている者たちは、啓蒙されていない人々に対しては不可視である霊的世界の存在を充分に意識している。ちょうど、新しい税と戦の準備について知っているだろうけれど、運命の気まぐれとして、水面下の政治的策謀について気づいていないような王国内の一人物〔国王〕のように、多数の人々は救い難い無理解に基づいて洪水・飢饉・狂気を眺めている。嘆かわしいことである。偉大なるCuilean Darnizhaanが嘆いたように、「無知の力は黒檀を硝子のように粉砕できる」のである。
　そもそも、Mundusの不可視なる糸を動かす、これらの霊的なる力の根源とは何であるのか。Artaeumの如何なる初学者でさえも、これらの霊魂が我々の祖先であることを知っている。そして、その祖先たちも存命中には彼らの祖先の霊魂に当惑しており、それから原初のAcharyaiに帰還したことを知っている。一般大衆の頼っているDaedraと神々は、その力と情熱によって後の世界に多大なる影響を与えられるような、優れた男性と女性の霊魂に過ぎない。
　確かに、これは我々の真理と信仰である。しかし、seliffrnsaeという我々の聖なる義務に於いて、あるいは、“厳粛かつ忠実である相談役”を劣った人間に提供するということに於いて、如何にして、それ〔我々の真理と信仰〕は我々を助けてくれるのか。
　そもそも、善人に対して強大なる力を授けること、強者を善くすること、それら両方の必要性を把握することは容易である。我々は、１人の強大なる独裁者が象徴する多様なる脅威について認識している。彼は、DaedraのBoethiahを満足させるような残虐行為、DaedraのVaernimaを満足させるような憎悪を生み出す。もしも、万一、とりわけ悪意ある仕業の故に死ぬならば、彼は支配者としてOblivionに赴くことだろう。そして、何よりも最悪であることは、その他の悪漢が力を渇望するように、その他の支配者が悪事を欲するように、彼が鼓舞することである。これを知っているため、そのような独裁者たちとの交際に於いて、我々は忍耐を築き上げてきた。彼らは、不具にされて、屈辱を与えられて、貧弱にされて、そして、虜囚の身になるべきである。他の相談役たちは、暗殺あるいは戦争を主張するかも知れない。〔しかし、〕それは、霊的に無意味であること〔※１〕に加えて、高額の金銭を要するものであり、少なくとも、野獣めいた独裁者と同程度に大きな苦痛を無辜の人々に与える可能性の高いものである。しかり、我々は、知識の収集家であり、威厳ある外交家であり、しかし、革命家ではないのである。
　では、如何にして、我々の相談役は“忠実”であるのか。我々は、〈古の道〉に対してのみ忠実である――いつでも何よりも重要であることは、物理的存在に対して我々の目を開き続ける間には、あの霊的世界について覚えておくことである。Hearth Fire月２日のMoawitaの儀式およびSecond Seed月１日のVigyldの儀式を執り行うことは、有益なる霊魂の力を強めて不浄なる霊魂の力を弱めるために不可欠の手段である。では、如何にして、我々は、我々が助言を与えるところの人々とArtaeum島に対して、同時に忠実であるのか。恐らく、賢者Taheritaeの言葉は最上であるだろう。「Mundusに於いて、対立と差異は変化を齎すものであり、そして、変化はElfの諸力の内でも最高に神聖なるものである。変化は焦点も起源も持たない力である。鍛錬を積んだPsijic［“啓蒙された者”］にとって、貪欲・大食・怠惰・無知・偏見・残虐……［ここで、Taheritaeは残った１１１個の放蕩をリスト・アップしている］を齎すところの変化を弱めること、そして、優秀・美・幸福・啓蒙を齎すところの変化を強めることは義務である。そのような存在として、忠実なる相談役は１人の主人を持っているのみである。すなわち、自己の心である。もしもPsijicが助言を与えるところの人間が悪行を為したりoegnithr［“悪い変化”］を齎したり諌める助言を頑として聞き入れないならば、何らかの必要とされる手段によってoegnithrを相殺することがPsijicの義務である［これこそ、私〔Celarus〕の強調するところである］。」
　なるほど、〈古の道〉を学ぶ者は君主と手を組むかも知れない――しかし、それはリスクを伴う関係である。その選択が賢明であるということは、充分に強調できるものではない。もしも、万一、〈古の道〉の教説に反するような振る舞いを為すために、その君主が賢明なる相談役と結社Psijic〔order the Psijic〕（〔Psijic Orderではない〕Taheritaeの古びた言い回しを使うならば）を拒むならば、用いることの可能である選択肢は数少ないことになる。そのPsijicは渋々ながらも従って、それに対抗するために全生涯を捧げてきた暗黒の諸力の犠牲になってしまうかも知れない。そのPsijicは彼の君主を捨て去り、そのことは彼自身とArtaeum島に屈辱を齎すだろうから、それから、もう二度と故郷に帰れなくなってしまうかも知れない。あるいは、そのPsijicは単純に自死を遂げてしまうかも知れない。
　訳注

　※１　独裁者は、その死後にも悪事を重ねるため。
